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オブジェクト指向 
拡張性が高く柔軟 

 

 

ソフトウェア開発の生産性と品質の向上に期待 
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オブジェクト 
オブジェクトの候補 
名前を持つもの 

 

状態の有無 
遷移する状態があればオブジェクトとみなせる 
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カプセル化 
データを外部へ公開しない 

 

情報の隠蔽 
【プロパティ】 
要素1 
要素2 
要素3 
・ 
・ 
・ 

メソッド 

メソッド 

オブジェクト 

カプセル化 
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クラスとインスタンス 
 

検定 

〇〇級 □□級 

クラス 

インスタンス 
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オブジェクトの関係（１） 
is - a関係 

 
学生 

大学生 

受講者 

is-a関係 

is-a関係 

一
般
化 

特
化 
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オブジェクトの関係（２） 
part – of関係 

テキスト 

本文 

オブジェクトB 

前置き 

オブジェクトA 

part-of関係 

集
約 

分
化 

8 



オブジェクトの関係（３） 
関連 

テキスト 

受講者 

講師 
書く 

勉強する 
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継承 
 

学生 

大学生 

is-a関係 

上位クラス 
（スーパークラス） 

下位クラス 
（サブクラス） 

指名、性別、住所 

所属学部、学年 

継
承 
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ポリモーフィズム（polymorphism） 
一つのメッセージで、複数のオブジェクトを跨ぐ機
能を実現する 

楽器 

ピアノ ギター 

継承 
演奏する 
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オブジェクト指向のメリット 
情報隠蔽 

継承による再利用 

ポリモーフィズム 
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オブジェクト指向導入のメリット 
自然界の写像が可能 

品質と柔軟性の向上 

グループ開発の加速化 
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オブジェクト指向の課題 
概念は理解できても、実践が難しい 

 

クラスやメソッドを用いて従来の手続き型のプログ
ラムを作ってしまっていることも 
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まとめ 
オブジェクト指向の導入 

オブジェクト指向の利点 

現場でのオブジェクト指向導入の利点 

オブジェクト指向の課題 
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